
№２３８ ２０２６年７月一人は万人のために万人は一人のために医療生協の組織現勢（２０２６年５月末日現在）

四
期
連
続
経
営

改
善

阿
部
由
紀
子
常
務
理
事

の
開
会
宣
言
後
、
君
塚
理

事
長
が
「
職
員
・
組
合
員

の
協
力
で
前
年
に
続
き
、

四
期
連
続
で
経
営
改
善
が

成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
、
引
き
続
く
経

営
改
善
と
と
も
に
活
発
な

健
康
づ
く
り
活
動
を
展
開

さ
せ
て
い
く
」
決
意
を
述

べ
て
理
事
会
か
ら
の
挨
拶

を
行
い
、
議
案
審
議
に
入

り
ま
し
た
。
土
井
専
務
理

事
か
ら
、
医
療
を
取
り
巻

く
情
勢
の
報
告
と
健
康
保

険
法
の
改
定
内
容
に
つ
い

て
、
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
」
「
高
額
療
養

費
の
上
限
額
引
き
上
げ
」

の
具
体
的
な
内
容
の
説
明

を
し
、
今
後
の
対
応
も
含

め
報
告
。第
１
号
議
案「
２

０
２
５
年
度
事
業
活
動
の

振
り
返
り
お
よ
び
決
算
報

告
」の
提
案
で
は
、
依
然
、

資
金
面
で
は
厳
し
い
も
の

の
法
人
と
し
て
昨
年
に
続

き
経
営
改
善
が
進
ん
だ
こ

と
、
経
常
剰
余
目
標
を
達

成
し
た
こ
と
、
法
人
内
の

事
業
所
間
で
の
連
携
を
密

に
し
、
職
員
が
団
結
の
も

と
で
医
療
・
介
護
活
動
を

取
り
組
ん
だ
こ
と
、
ま
た

組
合
員
の
増
資
と
患
者
紹

介
な
ど
の
協
力
の
も
と
で

前
進
で
き
た
こ
と
を
報

告
。
決
算
報
告
で
は
１
、

４
９
９
万
円
の
当
期
剰
余

金
と
な
り
、
今
期
も
経
常

剰
余
を
確
保
で
き
、
資
金

面
で
は
２
０
１
９
年
〜
２

０
２
１
年
ま
で
２
０
０
０

〜
３
０
０
０
万
円
の
資
金

流
失
が
数
年
間
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
資
金

の
流
失
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

報
告
。

「
認
知
症
・
も
の
忘

れ
外
来
」
の
開
始

医
療
活
動
上
で
は
外
来

は
依
然
と
し
て
減
少
、
逆

に
在
宅
患
者
は
増
加
傾
向

と
な
っ
た
報
告
。
ま
た
職

員
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る

な
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
費

用
を
押
さ
え
る
方
針
か

ら
、
診
療
体
制
の
拡
大
に

転
じ
た
年
と
な
っ
た
。
小

金
井
診
療
所
に
お
い
て
、

「
も
の
忘
れ
外
来
」
を
軌

道
に
乗
せ
て
き
た
こ
と

や
、
患
者
送
迎
な
ど
を
行

う
な
か
で
外
来
と
在
宅
患

者
増
を
図
り
、
事
業
収
益

の
増
加
を
す
す
め
て
き
た

報
告
が
さ
れ
た
。
当
法
人

の
強
み
と
し
て
診
療
所
単

独
で
は
な
く
、
居
宅
支
援

事
業
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

総
合
的
な
連
携
を
取
り
な

が
ら
規
模
拡
大
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
報

告
。
次
年
度
の
課
題
と
し

て
、
毎
年
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
診
療
を
行
う
こ

と
や
、「
も
の
忘
れ
外
来
」

に
関
し
て
は
、
み
な
み
う

ら
生
協
診
療
所
に
お
い
て

も
２
０
２
６
年
度
よ
り
開

始
と
な
り
、
よ
り
地
域
の

要
求
に
合
う
事
業
展
開
を

す
す
め
、
組
合
員
の
協
力

の
も
と
で
健
診
活
動
の
強

化
と
よ
り
在
宅
に
力
を
入

れ
な
が
ら
五
期
連
続
の
決

算
で
黒
字
と
す
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
。

よ
り
組
合
員
活
動

の
強
化
を

組
合
員
活
動
で
は
、
組

合
員
の
減
少
が
続
い
て
お

り
、
改
め
て
組
合
員
増
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
、
む
さ
し
小
金
井
診

療
所
の「
も
の
忘
れ
外
来
」

と
協
力
し
て
、
�
認
知
症

に
な
っ
て
も
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
�
を
目

指
し
、
方
針
の
柱
の
一
つ

と
し
て
「
認
知
症
」
に
焦

点
を
当
て
年
間
通
し
て
様

々
な
形
で
取
り
組
み
を
す

す
め
、
ま
た
、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
と
し
て

「
花
束
訪
問
」
「
す
こ
し

お
」
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

な
ど
引
き
続
き
組
合
員
の

健
康
づ
く
り
を
強
化
す
る

こ
と
を
報
告
し
た
。
昨
年

に
続
き
、
今
年
も
フ
レ
イ

ル
予
防
の
一
環
と
し
て
、

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
普
及
に

力
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

社
保
活
動
で
は
「
医
療

を
取
り
巻
く
厳
し
い
状

況
」
「
高
額
療
養
費
の
限

度
額
引
き
上
げ
」
「
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
」

な
ど
説
明
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
提
起
さ
れ

た
。第

２
号
議
案
の
予
算
案

で
は
各
事
業
所
か
ら
の
積

み
上
げ
が
７
０
０
万
円
に

止
ま
り
、
必
要
利
益
（
資

金
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の

目
標
額
）
で
あ
る
１
９
０

０
万
円
を
組
合
員
と
と
も

に
達
成
さ
せ
る
必
要
性
に

つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

総
代
、
理
事
（
発
言
通

告
）
か
ら
６
名
の
発
言
が

点
あ
り
）
、
土
井
専
務
理

事
よ
り
統
括
答
弁
し
た
。

そ
の
後
、
採
決
に
移
り
１

号
議
案
〜
５
号
議
案
す
べ

て
の
議
案
が
圧
倒
的
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
特
別
決
議
で

は「
平
和
と
憲
法
を
守
る
」

こ
と
を
職
員
総
代
の
大
澤

総
代
が
読
み
上
げ
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
度
全
国

四
課
題
で
目
標
達
成
し
た

支
部
・
事
業
所
、
仲
間
増

や
し
部
門
へ
の
表
彰
を
行

い
、
最
後
に
土
井
理
事
の

閉
会
の
挨
拶
で
午
後
１５
時

４５
分
に
終
了
し
た
。

６
月
３０
日
（
火
）
武
蔵
野
芸
能
劇
場
３
階
小
劇
場
に
於
い
て
北
多
摩
中
央
医
療
生
活
協

同
組
合
第
４２
回
通
常
総
代
会
が
総
代
実
出
席

５２
名
、
書
面
に
よ
る
出
席

８１
名
、
役
職

員

２２
名
、
組
合
員
１
名
、
職
員
２
、
合
計

１
５
８
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

流動資産 ：３０％程度 その他資産：１０％程度
固定資産 ：４０％程度（土地除く） 土地 ：２０％程度
流動負債 ：１５％程度 その他負債：１５％程度
長期借入金：４０％以下 出資金 ：２０％程度（土地簿価程度）
剰余金（法定準備金・医療福祉等事業積立金）：１０％以上

【主な説明】
流動資産 ⇒短期間（１年以内に）現金化できる資産
固定資産 ⇒長期間（１年超）にわたって保有・使用することを目的とした資産
流動負債 ⇒短期間（１年以内に）返済・支払いをしなければいけない債務
長期借入金⇒主金融機関からの借り入れ
【当生協の場合（主な評価）】
流動資産 ⇒ １９．９％（３０％程度）評価として少ない
固定資産 ⇒ ２０．３％（４０％程度）評価として資産が少ない
長期借入金⇒ ４０．１％（４０％以下）組合員債も含めると４８．１％
出資金 ⇒ ４０．９％（２０％前後）出資金に頼っている
剰余金 ⇒▲１３．１％（１０％以上）債務超過状態

戦
後
８１
年
、

世
界
は
、
国
連

憲
章
・
国
際
法

・
憲
法
９
条
に

も
と
づ
く
平
和

と
民
主
主
義
・

核
兵
器
禁
止
・
環
境
保
全

の
国
際
秩
序
を
積
み
上
げ

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
超
大

国
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
こ
れ
ら
の
秩
序

は「
不
要
」と
言
い
切
り
、

高
市
首
相
は
「
ド
ナ
ル
ド

だ
け
が
世
界
に
平
和
と
繁

栄
を
も
た
ら
す
」
と
礼
賛

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

同
盟
国
や
友
好
国
に
防
衛

費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
５
％
に
引

き
上
げ
を
求
め
る
と
、
高

市
政
権
は
防
衛
費
倍
増
、

戦
闘
機
・
護
衛
艦
な
ど
殺

傷
能
力
の
あ
る
武
器
輸
出

の
全
面
解
禁
、
軍
事
産
業

の
育
成
な
ど
押
し
付
け
を

す
す
め
た
。
そ
し
て
核
大

国
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ン
へ

の
先
制
攻
撃
に
踏
み
出
し

て
も
、
高
市
首
相
は
こ
れ

を
批
判
せ
ず
、
国
民
の
命

と
暮
ら
し
、
医
療
と
福
祉

の
財
源
を
防
衛
費
に
横
流

し
し
た
。
世
界
中
の
人
び

と
は
、
広
が
る
戦
禍
が
無

数
の
命
と
地
球
環
境
を
破

壊
し
、
経
済
・
社
会
を
大

混
乱
さ
せ
る
の
を
黙
っ
て

見
て
は
い
な
い
。
開
戦
３

か
月
半
の
イ
ラ
ン
戦
争
を

「
終
結
合
意
」
に
追
い
込

み
、
国
際
秩
序
の
回
復
へ

の
折
り
返
し
点
を
掴
み
つ

つ
あ
る
。

（
鈴
）

隔月発行：次回９月１１日予定
編 集 ―― 広 報 委 員 会

北多摩中央医療生活協同組合
〒１８４-０００４ 東京都小金井市本町１-１５-９３階
TEL.０４２（３８２）９１１２／FAX.０４２（３８２）９１０７

ホームページアドレス
https://www.kitatama.coop/

総代会採決結果

議案 議案名
採決結果 可

否出席 反対 保留 賛成

第１号
議案

２０２５年度事業活動報告・
決算関係書類 ５２・８１ ０ ２ 圧倒的多数 可

第２号
議案

２０２６年度重点課題・
予算案 ５２・８１ ０ ３ 圧倒的多数 可

第３号
議案 役員選任の件 ５２・８１ ０ １ 圧倒的多数 可

第４号
議案

２０２６年度役員報酬限度額
決定の件 ５２・８１ ０ １ 圧倒的多数 可

第４号
議案 議案決議効力発生の件 ５２・８１ ０ ２ 圧倒的多数 可

「誰もが健康で居心地よく
くらせるまちづくりへの挑戦」

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ

引
き
続
き
経
営
改
善
を
職
員
と
全
組
合
員
で

引
き
続
き
経
営
改
善
を
職
員
と
全
組
合
員
で

がががががががががががががががががががががががががががががががががののののののののののののののののののののののののののののののののの

ＬＩＮＥ公式アカウント➡

だよりだより
７月７月医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協

議案書の説明（めざすべき医療福祉生協の財務状況指標）

第７次中期計画
最終年度スタート

組合員１０,０００名をめざして
出資金一世帯５万円が目標

組合員数 ４，６５３人
出資金総額 １６９，７７２，９５０円
（１人平均出資金額３６，４８７円）



２０２６年７月 №２３８ （２）医 療 生 協 だ よ り
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小
金
井
公
園
支
部

北
村
佳
代
子

武
蔵
野
支
部

小
川

正

三
鷹
ブ
ロ
ッ
ク

牟
礼
北
野
支
部柳

沢

浩
二

調
布
支
部

松
本
秀
俊

み
な
み
う
ら
生
協
診
療
所

四
郎
丸
修

土
井
周
次

医
療
生
協
こ
そ
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
『
密
』
に

３０
年
ほ
ど
前
、
初
代
支

部
長
が
「
北
多
摩
中
央
医

療
生
活
協
同
組
合
小
金
井

公
園
支
部
」
を
地
域
の
人

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ

う
「
リ
ラ
の
会
」
と
し
て

活
動
を
開
始
し
た
。
２０
年

ほ
ど
前
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
の
も

と
、
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
を
市
民
掲

示
板
や
家
々
へ
の
ポ
ス
ト

イ
ン
で
案
内
を
広
げ
講
座

を
成
功
さ
せ
、
２
回
目
の

講
座
も
双
方
の
情
報
交
換

を
す
す
め
る
中
で
、
さ
ら

に
強
力
関
係
が
深
ま
っ

た
。
現
在
で
は
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
繋
が
り
も
よ
り

密
に
な
り
、
多
彩
な
活
動

が
展
開
出
来
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
医
療
生
協
の
認

知
度
の
ア
ッ
プ
に
繋
が

り
、今
後
、可
能
で
あ
れ
ば

各
支
部
が
地
域
ご
と
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

繋
が
り
を
持
ち
多
彩
な
活

動
を
組
織
す
る
こ
と
や
、

企
業
や
団
体
も
社
会
貢
献

に
取
り
組
む
こ
と
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
報
告
。

「
西
久
保
元
気
食
堂
」
と
い
う

食
事
会
の
班
会

武
蔵
野
支
部
で
は
昨
年

よ
り「
西
久
保
元
気
食
堂
」

と
い
う
名
で
食
事
会
を
開

催
。
毎
回
８
名
前
後
の
参

加
で
定
着
し
て
き
た
。
健

康
上
の
話
や
、
政
治
の
話

な
ど
を
し
な
が
ら
皆
で
ワ

イ
ワ
イ
食
事
を
し
て
い

る
。
コ
ミ
セ
ン
の
調
理
室

を
使
用
し
て
い
る
が
、
こ

の
間
の
材
料
費
が
値
上
が

り
し
苦
戦
し
て
い
る
が
、

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入

れ
る
な
ど
し
て
更
に
参
加

者
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。
支
部
の
他
の
活
動
と

し
て
月
１
回
の
「
日
曜
名

画
劇
場
」
、
他
に
は
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
学
習
会
、
終
活
学

習
会
な
ど
も
開
催
し
、
同

時
に
行
政
へ
の
要
望
活
動

も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

「
ち
ょ
こ
っ
と
お
助
け
隊
」

も
ま
す
ま
す
出
番
が
増
え

る
な
ど
、
支
部
と
し
て
多

彩
な
活
動
の
取
り
組
み
を

し
て
い
る
報
告
。

ボ
ッ
チ
ャ
、
習
字
の
班
会
、

続
け
る
こ
と
で
参
加
者
を
増
や
す

牟
礼
北
野
支
部
の
総
代

が
欠
席
の
た
め
、
柳
沢
常

務
理
事
が
当
該
支
部
の
報

告
を
し
た
。
牟
礼
北
野
支

部
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
練
習

を
定
期
的
に
行
う
よ
う
に

な
り
、
当
初
、
積
極
的
で

な
か
っ
た
組
合
員
が
続
け

る
こ
と
で
興
味
が
わ
き
、

い
ま
で
は
次
回
の
大
会
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
報

告
。
新
た
に
習
字
班
を
立

ち
上
げ
、
参
加
者
も
徐
々

に
増
え
、
地
道
に
継
続
的

に
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
参
加
者
も
増
え
て
き
た

報
告
。

介
護
保
険
問
題
に
つ
い
て
深
め
る

調
布
支
部
で
は
、
昨
年

度
は
介
護
制
度
に
つ
い
て

取
り
組
み
、
１０
月
に
行
っ

た
８５
歳
以
上
の
高
齢
者
訪

問
に
あ
わ
せ
て
介
護
保
険

の
利
用
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
採
っ
た
。
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
回
答
者

の
半
数
の
方
で
、
１０
月
の

健
康
の
つ
ど
い
に
は
本
部

の
阿
部
介
護
保
険
相
談
室

長
を
講
師
と
し
て
学
習
を

行
っ
た
。
ま
た
医
療
生
協

も
参
加
し
て
い
る
調
布
社

会
保
障
推
進
協
議
会
が
主

催
し
た
学
習
会
に
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
全
国
協
議
会

事
務
局
長
を
講
師
に
講
義

を
し
、
「
あ
な
た
は
家
族

の
人
の
お
尻
を
拭
け
ま
す

か
」
か
ら
始
ま
り
、
介
護

に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。
調
布
社
保
協
で
は
毎

年
、
調
布
市
と
諸
問
題
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を

行
い
、
介
護
保
険
の
セ
ク

シ
ョ
ン
で
は
現
職
の
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
、
ケ
ア
マ
ネ
の

参
加
の
も
と
で
現
場
の
生

の
声
を
市
に
届
け
る
こ
と

な
ど
、
昨
年
行
っ
て
き
た

活
動
の
一
端
を
報
告
し

た
。

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

は
４
年
連
続
で
黒
字
を
出

す
こ
と
が
出
来
、
予
算
超

過
す
る
こ
と
も
出
来
、
組

合
員
の
皆
様
の
支
援
に
つ

い
て
お
礼
の
報
告
。
昨
年

始
め
た
認
知
症
外
来
の
状

況
で
は
組
合
員
や
地
域
包

括
か
ら
の
紹
介
が
増
え
、

認
知
症
の
問
題
へ
の
関
心

の
高
さ
を
感
じ
て
い
る
。

今
年
は
午
後
の
診
療
単
位

を
増
や
し
て
月
曜
日
（
村

田
医
師
）
・
水
曜
日
（
梅

津
医
師
）
の
２
単
位
と
な

り
、
訪
問
診
療
も
月
曜
〜

金
曜
の
平
日
毎
日
行
え
る

体
制
に
な
り
、
組
合
員
の

要
求
に
応
え
ら
れ
る
医
療

活
動
が
出
来
る
余
裕
が
出

て
き
た
報
告
。
新
し
い
午

後
外
来
を
担
当
す
る
医
師

は
民
医
連
の
代
々
木
病
院

等
で
消
化
器
内
科
を
担
当

し
て
き
た
梅
津
医
師
。
一

般
内
科
疾
患
も
含
め
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
報

告
。

７
月
か
ら
専
務
理
事
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
平
野

裕
三（
５３
歳
）で
す
。
愛
媛

県
今
治
市
（
タ
オ
ル
と
し

ま
な
み
海
道
で
知
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
）
出
身

で
す
。
６
月
ま
で
は
立
川

相
互
病
院
を
運
営
す
る
健

生
会
法
人
事
務
局
で
総
務

部
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
自
宅
は
西
東
京
市

で
す
。
妻
と
２
人
の
息
子

と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
小

金
井
ま
で
少
し
近
く
な
っ

た
の
で
、
自
転
車
で
通
お

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

専
務
理
事
と
し
て
生
協
の

運
営
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。
新
顔
に
な
り
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

外
来
・
健
診
・
在
宅
増
で

経
営
改
善
を

２
０
２
５
年
度
は
外
来

減
や
電
子
カ
ル
テ
投
資
で

４
、０
１
５
千
円
の
赤
字

と
な
っ
た
。
患
者
送
迎
の

開
始
や
地
域
行
事
へ
の
参

画
、
２
０
２
６
年
に
入
り

神
経
内
科
物
忘
れ
外
来
の

開
始
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

導
入
や
エ
コ
ー
更
新
を
実

施
し
た
報
告
。
次
年
度
は

設
備
投
資
や
地
域
活
動
の

成
果
を
患
者
数
増
加
へ
繋

げ
、
在
宅
医
療
充
実
と
業

務
効
率
化
に
よ
り
経
営
改

善
を
急
務
で
進
め
る
。

専専
務務
理理
事事
退退
任任
のの
ごご
挨挨
拶拶

当
生
協
は
２
０
１
９
年

に
東
京
民
医
連
の
経
営
支

援
を
受
け
、
私
は
そ
の
対

策
委
員
会
の
責
任
者
で
し

た
。
前
専
務
の
篠
田
さ
ん

に
無
理
や
り
専
務
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
短
期
間

で
経
営
改
善
の
土
台
を
作

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

の
経
営
を
立
て
直
し
と
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
私
の

任
務
で
し
た
。
多
く
の
組

合
員
の
協
力
も
あ
り
債
務

超
過
を
徐
々
に
減
ら
し
、

ま
た
道
半
ば
で
す
が
、
な

ん
と
か
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
今
期

１
年
間
、
理
事
と
常
務
理

事
で
残
り
ま
す
が
、
新
専

務
の
も
と
で
、
当
生
協
の

さ
ら
な
る
発
展
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

《総代会発言》《総代会発言》

組
合
員
の
要
望
に
応
え
、

診
療
単
位
の
拡
大

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

深
見
知
克

職職
員員
紹紹
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４
月
１１
日
、
桜
堤
地
域

の
西
部
コ
ミ
セ
ン
で
、
介

護
相
談
室
の
阿
部
由
紀
子

室
長
を
迎
え
て
、
介
護
問

題
の
学
習
会
と
ま
ち
か
ど

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開
催
し

ま
し
た
。
合
計
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
阿
部
室
長

は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢

者
が
増
加
す
る
中
で
、
介

護
保
険
の
制
度
が
煩
雑
で

分
か
り
に
く
い
。
そ
の
た

め
、
介
護
の
現
場
で
は
、

苦
労
が
絶
え
な
い
、
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
介
護
問
題

を
知
る
い
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
君
塚
理

事
長
か
ら
は
、
認
知
症
の

問
題
で
、
体
験
を
交
え

て
発
言
を
さ
れ
ま
し

た
。ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ

ッ
ク
は
、体
脂
肪
測
定
、

血
圧
測
定
、
ま
た
、
骨

密
度
、
握
力
、
足
指
の

筋
力
測
定
を
し
ま
し

た
。
前
回（
１１
月
３０
日
）

と
の
比
較
も
含
め
て
、
健

康
状
態
を
確
か
め
る
の
に

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

同
士
の
交
流
も
で
き
ま
し

た
。今

後
も
、
学
習
会
や
ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回

は
さ
ら
に
お
誘
い
と
宣
伝

を
強
め
、
参
加
者
も
増
や

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
の
間
小
金
井
に
関
し

て
思
う
こ
と
二
つ
。
全
日

本
民
医
連
の
実
施
し
た
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
調
査
に
参
加
し
ま

し
た
。
結
果
が
出
て
び
っ

く
り
。２０
・
７
ng
／
㎖
で

甲
状
腺
や
癌
な
ど
の
要
精

密
検
査
で
し
た
。
ま
さ
か

私
が
と
思
い
同
時
に
受
け

た
小
金
井
の
Ｓ
さ
ん
に
聞

く
と
Ｓ
さ
ん
も
２０
を
超
え

て
い
た
と
の
こ
と
。
小
金

井
の
水
も
汚
染
さ
れ
て
い

た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
早
速
小
金
井
診
の
村

田
先
生
に
か
か
り
精
密
検

査
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
結
果
は
異
常
な
し
で

一
安
心
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
汚
染
は
こ
ん
な
身
近

な
所
に
広
が
っ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。今
後
、

診
療
所
と
共
に
運
動
を
広

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
総
代
会
で
発
言

の
あ
っ
た
公
園
支
部
の

「
リ
ラ
の
会
」
の
活
動
が

医
療
生
協
の
雑
誌
コ
ム
コ

ム
に
載
り
ま
し
た
。
と
て

も
き
れ
い
な
写
真
で
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
の
こ

と
な
ど
も
載
っ
て
い
て
小

金
井
の
活
動
が
全
国
に
紹

介
さ
ま
し
た
。
診
療
所
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
是

非
と
も
お
読
み
く
だ
さ

い
。

年
明
け
か
ら
毎
月
一
回

実
施
し
て
い
る
「
書
」
で

す
そ
れ
ぞ
れ
が
書
き
た
い

文
字
や
言
葉
を
持
参
し
て

筆
を
動
か
す
事
に

集
中
。
静
寂
し
た

中
の
で
の
、
悟
り

ご
と
や
た
め
息
が

漏
れ
聞
こ
え
、
笑

っ
た
り
共
感
し
な

が
ら
皆
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

調
布
支
部
総
会
が
６
月

１
日
開
か
れ
ま
し
た
。

土
井
専
務
が
あ
い
さ
つ

を
兼
ね
て
「
今
日
の
医
療

制
度
」
に
つ
い
て
講
演
、

続
い
て
支
部
活
動
の
総
括

と
方
針
を
説
明
、
採
択
さ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
み
ん
な
で
模

造
紙
に
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
で

そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
書
き
見

せ
合
い
ま
し
た
。
軍
事
費

よ
り
医
療
を
、
残
り
の
人

生
を
楽
し
く
等
、
み
ん
な

の
思
い
や
今
や
り
た
い
こ

と
な
ど
が
書
か
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
こ
れ
ま
で
の

法
定
後
見
と
は
別
の
制

度
、
任
意
後
見
に
つ
い
て

で
す
。
任
意
後
見
も
、
法

定
後
見
・
保
佐
・
補
助

（
保
佐
と
補
助
は
、
認
知

症
な
ど
の
症
状
が
比
較
的

軽
い
と
き
に
使
わ
れ
ま

す
。
以
下
で
は
３
つ
を
ま

と
め
て
「
法
定
後
見
等
」

と
い
い
ま
す
）
と
同
様
、

ご
本
人
の
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
た
と
き
の
た

め
の
制
度
で
す
。
後
見
人

（
任
意
後
見
の
場
合
は
任

意
後
見
人
）
が
、
ご
本
人

の
財
産
管
理
や
療
養
看
護

に
つ
い
て
ご
本
人
を
代
理

し
て
支
援
し
て
い
く
、
と

い
う
と
こ
ろ
も
似
て
い
ま

す
。違

う
と
こ
ろ
は
、
ご
本

人
の
判
断
能
力
が
あ
る
う

ち
に
任
意
後
見
人
に
な
る

予
定
の
人
と
ご
本
人
と

で
、
公
正
証
書
で
、
任
意

後
見
契
約
を
締
結
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
こ
と
で

す
。
法
定
後
見
等
の
場
合

は
ご
本
人
の
判
断
能
力
が

不
十
分
に
な
っ
た
と
き
に

初
め
て
手
続
き
が
開
始
さ

れ
ま
す
が
、任
意
後
見
は
、

そ
う
な
る
前
に
準
備
を
し

て
お
く
制
度
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

法
定
後
見
等
で
は
後
見

人
を
選
ぶ
の
は
裁
判
所
で

す
が
、
任
意
後
見
の
場
合

で
は
後
見
人
は
事
前
に
任

意
後
見
契
約
で
決
め
て
い

た
人
な
の
で
、
選
ぶ
の
は

（
判
断
能
力
が
あ
っ
た
と

き
の
）
ご
本
人
で
す
。

そ
し
て
、
任
意
後
見
契

約
の
効
力
が
生
じ
る
の

は
、
任
意
後
見
契
約
を
締

結
し
た
後
（
直
後
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
何
年
も
経

っ
て
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
）
、
ご
本
人
の
判
断
能

力
が
不
十
分
に
な
り
、
任

意
後
見
監
督
人
が
家
庭
裁

判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ

て
か
ら
に
な
り
ま
す
。
法

定
後
見
等
の
場
合
、
監
督

人
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
任
意
後
見
の
場

合
は
、
監
督
人
は
必
ず
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

６
月
１３
日
に
小
金
井
市

萌
え
木
ホ
ー
ル
に
て
、
む

さ
し
小
金
井
診
療
所
と
み

な
み
う
ら
生
協
診
療
所
で

「
物
忘
れ
外
来
」
を
行
っ

て
い
る
脳
神
経
内
科
専
門

医
の
谷
口
先
生
に
よ
る
認

知
症
学
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
よ
り
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
認
知
症
に
関
す
る
疾

患
の
説
明
か
ら
、
介
護
に

関
す
る
こ
と
、
物
忘
れ
に

関
す
る
こ
と
、
日
常
的
に

注
意
す
る
点
な
ど
当
事
者

の
立
場
と
介
護
す
る
人
の

立
場
で
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
物
忘
れ

や
、
日
常
生
活
の
な
か
で

心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
際

に
、
早
め
に
受
診
す
る
こ

と
や
詳
細
な
問
診
の
な
か

で
、
適
切
な
判
断
が
で
き

る
こ
と
で
、
気
軽
に
受
診

や
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
事
前
に
組
合

員
か
ら
先
生
に
質
問
を
受

け
付
け
、
そ
の
質
問
に
講

演
の
中
で
答
え
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
日
ご
ろ
の
悩

み
や
困
り
ご

と
な
ど
に
も

具
体
的
な
事

例
を
取
り
入

れ
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
約
２

時
間
の
学
習

会
で
し
た

が
、
よ
り
深

く
認
知
症
や

物
忘
れ
に
関
す
る
学
習
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
参
加
者
は
６４
名
で
会

場
も
満
員
と
な
り
、
組
合

員
の
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

「
谷
口
さ
や
か
先
生
の
認
知
症
学
習
会
」

認
知
症
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く

な
り
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

支
部
活
動

本
部

土
井
周
次

調
布
支
部

任
海
千
衛

介
護
問
題
学
習
会
と
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
！

武
蔵
野
支
部
支
部
長

太
田
尚
之

認
知
症
と
成
年
後
見（
９
）

ひ
め
し
ゃ
ら
法
律
事
務
所

弁
護
士

岸

敦
子

小
金
井
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
彩
な

活
動「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」に
も

掲
載

書
道
班
会

三
鷹
ブ
ロ
ッ
ク

泉

幸
子

小
金
井
ブ
ロ
ッ
ク

伊
藤
博
徳

日 時
７／２３（木）１４：００～１６：００

８月はお休みです。
※相談時間は３０分となります

場所・問い合わせ
むさし小金井診療所３階

（TEL ０４２－３８２－９１１１）
みなみうら生協診療所２階

（TEL ０４２２－４８－４１２１）

無料法律相談無料法律相談

法
律
相
談



２０２６年７月 №２３８ （４）医 療 生 協 だ よ り
タ
テ
の
カ
ギ

１
、
過
去
に
自
分
が
体
験
し
た
事

柄
を
今
ま
た
思
う
こ
と

旅
の

○
○
○
○
に
記
念
写
真
を
撮
っ

た
２
、
一
対

一
組

フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
○
○
で
金
メ
ダ
ル

３
、
百
獣
の
王
と
い
え
ば

４
、
野
球

打
者
は
ス
ト
ラ
イ
ク

３
つ
で
○
○
○

５
、
秋
の
刀
の
魚
と
い
え
ば

８
、
山
芋
の
栽
培
品
種

奈
良
県

が
有
名

こ
の
名
も
旧
国
名
か

ら
き
て
い
る
の
か
な

１０
、
見
物
、
眺
め
る
こ
と

遊
園

地
人
気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
○
○

○
○
車

１１
、
土
地

高
く
て
平
ら
な
と
こ

ろ
１３
、
お
笑
い
の
一
種

寸
劇
風
に

笑
い
を
提
供

１４
、
海

岸
か
ら
遠
い
と
こ
ろ

◆
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
答
え
は
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ

と
こ
と
本
紙
の
感
想
・
意
見
を
お

書
き
願
い
ま
す
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
若
干
名
の
方
に
ク
オ
カ

ー
ド
（
五
百
円
）
を
送
り
ま
す
。

◇
送
り
先

〒
１
８
４
―
０
０
０
４

東
京
都
小
金
井
市

本
町
１
―
１５
―
９

北
多
摩
中
央
医
療
生
活
協
同
組

合

「
医
療
生
協
だ
よ
り
」
係

【
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
よ
る
回
答
】

読
み
取
り
方
法

は
、
ス
マ
ホ
（
携

帯
）
の
カ
メ
ラ
の

画
面
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
映
し
画
面
下
の
黄
色
い
部
分

を
タ
ッ
チ
し
て
下
さ
い
。

（
読
者
の
声
は
字
数
制
限
あ
り
）

こ
れ
ま
で
通
り
の
ハ
ガ
キ
で
の

応
募
に
加
え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の

応
募
も
可
で
す

◇
締
め
切
り

８
月
７
日
必
着

◇
発
表

２
０
２
６
年
９
月
号

◇
前
回
正
解
『
（
ケ
ン
ポ
ウ
キ
ネ

ン
ビ

憲
法
記
念
日
）
』

◇
当
選
者
（
敬
称
略
）

小
平
市
・
近
藤
出
穂
、
小
金
井
市

・
高
橋
滋
子
、
三
鷹
市
・
根
岸

操
、
森

園
恵

ヨコのカギ
１、歌劇ともよばれる 演劇と音楽・歌唱の
舞台芸術
４、長野県の川 上高地を流れる清流 ○○
○川 歌や列車の名前にも
６、イースター島にある巨大な石づくりのも
のといえば
７、漫画家 藤子不二雄の出身地 高岡市と
いえば何県？
９、ワインをボトルから移し替えるためのガ
ラス製容器

１２、積乱雲が巨大化し 頂上付近が水平に広
がった雲 ○○○○雲

１４、江戸時代 鎖国のときも この国と通交

１５、判子ともいいます
１６、ゴールド
１７、華道 茶道 日本舞踊などで流派をつた
える正統な立場の家、人

●２０２６年４月・５月理事会
４月理事会
【協議事項】
○２０２５年３月月次報告
○２２６年度予算提案と確認
○春闘要求と回答の提案と確認
○組織活動・総代会関連報告
【決裁事項】
①役員補充 ⇒新役員「平野裕三」
②管理者任命⇒総務・経理部長「三枝あ
ゆみ」２０２６年７月より

③機器購入（超音波診断装置、両診療所
で購入）

５月理事会
【協議事項】
○２０２５年度決算報告および監査報告
○２０２６年４月期月次決算報告と経営対策
○２０２６年度夏期一時金の回答提案
○組織活動と増資到達 ⇒各委員会報告
・各ブロック活動報告

○第４２回総代会準備の件⇒第１号議案～
第５号議案の提案と確認

●
護
憲
の
改
革
政
権
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
！

（
小
平
・
Ｉ
Ｋ
）

●
小
金
井
診
療
所
に
来
ら

れ
た
梅
津
先
生
が
代
々
木

病
院
在
任
中
の
２
０
１
７

年
に
、
ガ
ン
（
食
道
胃
接

合
部
）
を
発
見
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
手
術
、
投

薬
を
受
け
治
癒
し
ま
し

た
。

（
狛
江
・
Ｔ
Ｍ
）

●
不
登
校
が
増
え
て
い
る

こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。

私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
学
校

は
楽
し
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
先
生
も
私
た
ち
と
一

緒
に
休
み
時
間
を
過
ご

し
、
勉
強
が
遅
れ
る
子
に

は
放
課
後
に
し
っ
か
り
対

応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
学

校
に
行
き
た
く
な
い
と
い

う
こ
と
は
子
供
も
先
生
も

辛
い
で
す
ね
。

（
国
分
寺
・
Ｕ
Ｋ
）

●
法
律
相
談
（
コ
ラ
ム
）

の
記
事
は
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
岸
弁
護
士
の

記
事
は
分
か
り
易
く
好
感

が
持
て
ま
す
。

（
小
金
井
・
Ｈ
Ｏ
）

●
健
康
の
た
め
に
休
み
の

日
は
頑
張
っ
て
歩
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
最
近
は

少
し
歩
き
す
ぎ
か
な
？
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
小
金
井
・
Ｍ
Ｔ
）

●
１
面
掲
載
の「
の
が
わ
」

は
読
み
や
す
く
、
毎
回
期

待
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。

（
武
蔵
野
・
Ｔ
Ｍ
）

●
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
楽
し
そ

う
で
す
ね
！「
ボ
ッ
チ
ャ
」

に
は
興
味
が
あ
り
ま
す
。

小
金
井
チ
ー
ム
は
何
処
で

何
時
、
練
習
し
て
い
る
の

で
す
か
？（
府
中
・
Ｅ
Ｙ
）

●
金
団
が
読
め
な
か
っ
た

の
で
実
用
辞
典
を
ひ
ら
い

た
ら
①
ま
る
い
、
②
集
ま

る
、
③
円
満
、
と
あ
り
、

お
節
料
理
に
使
わ
れ
る
も

の
と
わ
か
り
ま
し
た
。
お

正
月
に
限
ら
ず
皆
が
集
ま

り
楽
し
め
る
よ
う
、
平
和

憲
法
を
守
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
団
ら
ん
を
無

く
し
た
く
な
い
も
の
で

す
。
（
小
金
井
・
Ｋ
Ｋ
）

●
世
界
平
和
、軍
拡
反
対
、

一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え

て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

（
小
金
井
・
Ｓ
Ｔ
）

●
近
く
の
仙
川
に
水
が
戻

る
と
カ
ワ
セ
ミ
が
戻
っ
て

来
て
く
れ
ま
し
た
。

（
三
鷹
・
Ｍ
Ｎ
）

●
平
和
憲
法
を
守
り
、
非

核
三
原
則
は
最
低
限
国
民

が
守
っ
て
い
く
べ
き
も
の

で
す
。
（
三
鷹
・
Ｔ
Ｉ
）

●
み
な
み
う
ら
生
協
診
で

も
「
も
の
忘
れ
外
来
」
が

始
ま
り
嬉
し
い
で
す
。
神

経
内
科
の
診
療
も
可
能
と

い
う
こ
と
で
、
顔
が
ヒ
ク

ヒ
ク
し
て
と
て
も
気
に
な

っ
て
い
た
の
で
予
約
し
ま

し
た
。
（
三
鷹
・
Ｔ
Ｍ
）

●
酷
暑
は
持
病
が
あ
る
身

に
と
っ
て
は
辛
い
で
す
。

諸
物
価
高
騰
の
節
約
生
活

の
中
で
も
医
療
費
は
削
れ

ま
せ
ん
。
日
常
生
活
や
生

命
に
か
か
わ
る
も
の
は
、

す
ぐ
値
上
げ
で
は
な
く
充

分
検
討
を
し
て
ご
配
慮
を

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
三
鷹
・
Ｓ
Ｍ
）

●
認
知
症
学
習
会
の
企
画

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
聞
き
に
う
か
が
い
ま

す
。
（
小
金
井
・
Ｙ
Ｈ
）

●
み
な
み
う
ら
生
協
診
療

所
で
４
月
か
ら
物
忘
れ
外

来
が
始
ま
り
、
と
て
も
心

強
い
で
す
。

（
三
鷹
・
Ｙ
Ｋ
）

土
第１・３ 服部（内科・呼）
第２・５ 山崎（内科）
第４ 金子（内科）
第５ 池本（内科・糖）

※この体制は出張等で変わる場合がございます。※風邪症状のある方は、来院前に電話で連絡をいただきますようお願いします。※送迎サービス
行っています。希望される方はご相談ください。※８ :４５分から受付を開始いたします。

※エコー検査は予約により実施しています。※駐車場をご希望の方はお問い合わせください。※糖・糖尿病 呼・呼吸器 消・消化器

金

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません

木

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村

水

竹村（内科）

梅津

竹村（内科・消）

火
梅津（内科・消）
谷口

（神経内科・認知症）

★注意！
外来診療は
ありません
梅津

月

池本（内科・糖）

竹村

村田（内科）

外来

往診

外来

往診

午 前
９時～１２時

午 後
１３時３０分～
１６時３０分

お知らせ

TEL 042-382-9111
小金井市本町１－１５－９

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

土

榮

※エコー検査は予約により実施しています。 ※学会等で医師が交代する場合があります。必要に応じてご連絡ください。 ※臨時で受診される時には必ず事前にお電話でご相
談ください。

金

榮

★注意！
外来診療は
ありません

榮

木

菅原
谷口

（神経内科・認知症）

菅原

井坂

谷口

水

榮

★注意！
外来診療は
ありません

榮

火

榮

★注意！
外来診療は
ありません

榮

月

榮

榮

外来

外来

在宅

外来

午 前
９時～１２時

午 後
２時～４時

夜 間
５時～７時

TEL 0422-48-4121
三鷹市下連雀７－１－２７

み
な
み
う
ら
生
協
診
療
所

りよだ会事理

○自宅での療養を希望される方 ○外来への通院が困難な方 ○必要時には入院の手配や各専門機関へ紹介いたします。在宅医療の相談もお受けしています

作：大泉生協病院 事務 倉持雅臣

解
き
方
：
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
、
、
の
枠
内
の
文
字
を
順

に
並
べ
て
く
だ
さ
い

パズルパズルパズル
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